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商
社
の
経
営
戦
略

― 

需
給
・
収
益
構
造
対
策 

―

産業新聞社は、SDGsの目標達成をめざす企業や
団体、教育機関などを応援します。大阪・関西万博の
「TEAM EXPO 2025」プログラム／共創パートナーに
登録されています。

20万㌧見込み

ス
テ
ン
レ
ス
冷
延
鋼
板
24
年
度

ス
テ
ン
レ
ス
冷
延
鋼
板
24
年
度

安
値
攻
勢
輸
入
最
多
ペ
ー
ス

中
・
台
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
増

中
部
輸
出
入
札
4
万
7020
円

新
断
ス
ク
ラ
ッ
プ
4
契
小
幅
上
昇

Ｊ
Ｆ
Ｅ
Ｈ
Ｄ
に

570
億
円
協
調
融
資

国
際
協
力
銀
行

金属春秋

世
界
鉄
鋼
協
会
の

サ
ス
テ
ナ
賞
受
賞

日
本
製
鉄

鋼
板
類
5
月
積
み

販
価
据
え
置
き

中
・
宝
山
鋼
鉄

ス
テ
ン
レ
ス
冷
延
鋼
板
の
2
0
2
4
年
度
の
輸
入
量
は
、
過
去
最
多
と
な
り

そ
う
だ
。
財
務
省
が
公
表
し
た
貿
易
統
計
に
よ
る
と
、
24
年
4
月
か
ら
25
年
2

月
の
入
着
量
は
、
前
年
同
期
比
23
・
1
％
増
の
19
万
1
5
0
2
㌧
と
、
す
で
に

前
年
度
を
上
回
っ
て
過
去
最
多
ペ
ー
ス
の
入
着
量
が
続
い
て
い
る
。
3
月
の
輸

入
量
が
1
万
㌧
前
後
以
上
だ
っ
た
場
合
、
過
去
最
多
の
20
万
㌧
に
達
す
る
と
み

ら
れ
る
。
需
要
が
さ
え
な
い
中
で
、
輸
入
材
は
安
価
な
こ
と
や
近
年
の
品
質
向

上
な
ど
も
あ
っ
て
市
中
に
浸
透
。
輸
入
先
も
中
国
や
台
湾
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ

と
広
が
り
、
扱
い
筋
も
増
え
て
い
る
。

過
去
10
年
間
の
ス
テ
ン

レ
ス
冷
延
鋼
板
の
輸
入
推

移
は
、
14
年
度
が
9
万
6

0
0
0
㌧
だ
っ
た
が
、
翌

年
度
に
10
万
㌧
、
18
年
度

に
15
万
㌧
と
増
え
て
い

た
。
21
年
度
に
過
去
最
多

と
な
る
18
万
㌧
に
達
し
、

そ
の
後
は
16
万
㌧
台
で
推

移
し
て
い
る
。

国
ご
と
の
輸
入
量
を
見

る
と
、
韓
国
は
14
年
度
か

ら
21
年
度
ま
で
最
大
の
輸

入
国
だ
っ
た
が
、
こ
の
間

中
国
と
台
湾
か
ら
の
入
着

が
増
加
。
22
年
度
以
降
最

大
の
輸
入
先
は
中
国
と
な

っ
て
い
る
。
台
湾
は
こ
の

10
年
で
3
・
5
倍
に
、中
国

は
20
倍
と
な
っ
た
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
か
ら
は
14
年
度

の
入
着
量
が
わ
ず
か
2
㌧

だ
っ
た
が
、
24
年
度（
25

年
2
月
ま
で
）は
す
で
に

5
3
8
4
㌧
に
達
し
た
。

国
別
入
着
量
で
見
る
と
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
な
ど
を
抜
き
中

国
、
韓
国
、
台
湾
に
次
ぐ

入
着
量
と
な
っ
て
い
る
。

輸
入
材
は
国
内
材
に
比

べ
安
価
で
、
品
質
が
向
上

し
て
い
る
こ
と
や
、
海
外

メ
ー
カ
ー
が
近
年
Ｊ
Ｉ
Ｓ

取
得
を
進
め
る
な
ど
の
取

り
組
み
が
奏
功
し
、
数
量

が
拡
大
。
輸
入
の
主
体
は

Ｓ
Ｕ
Ｓ
3
0
4
な
ど
の
オ

ー
ス
テ
ナ
イ
ト
系
と
み
ら

れ
る
が
、
Ｓ
Ｕ
Ｓ
4
3
0

な
ど
の
フ
ェ
ラ
イ
ト
系
も

入
着
す
る
な
ど
鋼
種
も
広

が
っ
て
い
る
。
国
内
の
幅

広
い
分
野
の
需
要
家
が
採

用
し
て
お
り
、
多
く
の
流

通
が
在
庫
を
抱
え
て
い

る
。最
近
で
は「
ス
テ
ン
レ

ス
薄
板
を
主
力
と
し
な
い

流
通
も（
輸
入
材
を
）扱
っ

て
い
る
」（
流
通
筋
）
と
の

声
も
あ
り
、
流
通
間
の
競

争
が
激
化
し
て
き
た
。
市

中
で
は
「
輸
入
材
や
む
な

し
」と
の
風
潮
が
広
が
る
。

需
要
が
増
え
て
い
な
い
中

で
の
入
着
増
に
よ
り
、
輸

入
材
の
シ
ェ
ア
が
市
中
で

高
ま
っ
て
お
り
、
国
内
メ

ー
カ
ー
や
系
列
流
通
に
と

っ
て
頭
の
痛
い
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
な

ど
か
ら
「
通
商
措
置
を
取

る
べ
き
だ
」
と
の
声
は
日

増
し
に
強
ま
っ
て
お
り
、

今
後
の
政
府
の
対
応
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。

―
―
国
内
外
の
需
給
構

造
が
変
化
す
る
中
、
商
社

は
事
業
構
造
転
換
を
迫
ら

れ
て
い
る
。

「
メ
タ
ル
ワ
ン
は
設
立

時
、『
メ
タ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

メ
ー
カ
ー
』
を
ビ
ジ
ョ
ン

に
掲
げ
、
金
属
産
業
に
接

す
る
全
て
の
産
業
・
企
業

と
の
連
携
強
化
に
よ
る
新

た
な
市
場
の
創
造
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
『
メ
タ
ル
バ
リ
ュ
ー

・
オ
プ
テ
ィ
マ
イ
ザ
ー
』

と
定
義
付
け
、
産
業
と
市

場
の
最
適
化
を
図
る
た
め

の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の

革
新
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
こ
の
ほ
ど
『
世
界
中

の〝
つ
く
る
〞を
つ
な
ぎ
、

価
値
創
造
を
追
求
し
続
け

る
こ
と
で
、
も
の
づ
く
り

の
可
能
性
を
広
げ
る
』
と

い
う
パ
ー
パ
ス
を
制
定

し
、
メ
タ
ル
ワ
ン
の
機
能

を
明
確
化
し
た
」

―
―
そ
の
狙
い
を
。

「
世
界
各
地
で
地
政
学

リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
、
分

断
が
鮮
明
に
な
っ
て
い

る
。
社
会
的
な
課
題
も
高

度
化
、複
雑
化
し
て
い
る
。

企
業
単
独
で
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、

パ
ー
パ
ス
と
併
せ
て
『
金

属
素
材
を
生
み
出
す
企
業

と
、
そ
の
素
材
を
活
か
す

企
業
。
私
た
ち
は
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
に
存
在

す
る
本
質
的
な
課
題
に
真

摯
に
向
き
合
い
、
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
共
に
新
た

な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
創

り
出
し
て
い
き
ま
す
』
と

の
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
内

外
に
公
表
し
た
。
メ
タ
ル

ワ
ン
グ
ル
ー
プ
の
国
内
外

の
社
員
が
一
体
と
な
っ

て
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
技
術
を
つ
な
ぐ
こ

と
で
、
新
し
い
バ
リ
ュ
ー

を
創
出
し
、
も
の
づ
く
り

の
可
能
性
を
大
き
く
広
げ

て
い
く
」

―
―
鉄
鋼
業
は
収
益
構

造
対
策
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

「
人
口
減
少
に
よ
っ
て

自
動
車
や
電
機
、
住
宅
な

ど
の
市
場
が
縮
小
し
、
人

手
不
足
が
人
件
費
や
物
流

費
な
ど
の
コ
ス
ト
上
昇
、

建
設
の
工
期
延
長
な
ど
を

招
い
て
い
る
。
加
工
・
流

通
分
野
に
お
い
て
は
、
電

話
や
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で

注
文
内
容
が
伝
え
ら
れ
、

商
社
や
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー

が
管
理
を
し
て
、
鉄
鋼
メ

ー
カ
ー
や
加
工
メ
ー
カ
ー

に
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
伝

達
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
、
膨
大
な
労
力
が
使
わ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
メ
タ

ル
ワ
ン
は
、
自
動
車
産
業

の
流
通
に
関
わ
る
多
く
の

企
業
が
デ
ー
タ
を
シ
ェ
ア

す
る
こ
と
で
、
自
動
車
鋼

板
流
通
の
構
造
改
革
を
可

能
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
『
Ｍ
ｅ

ｔ
ａ
ｌ

Ｘ
』
を
日
本
Ｉ

Ｂ
Ｍ
と
共
同
開
発
し
た
。

発
注
者
と
受
注
者
が
直
接

入
力
す
る
注
文
情
報
や
出

荷
情
報
を
一
元
管
理
す
る

こ
と
で
、
大
幅
な
業
務
量

の
削
減
が
可
能
と
な
る
。

発
注
者
、
受
注
者
が
共
有

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

お
い
て
注
文
・
出
荷
情
報

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
で

き
る
た
め
、
高
効
率
で
持
続

可
能
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

可
能
と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
も
円
滑
化
で
き

る
。
2
0
2
3
年
4
月
の
提

供
開
始
以
来
、
自
動
車
メ
ー

カ
ー
、
部
品
メ
ー
カ
ー
は
じ

め
数
多
く
の
取
引
先
に
導
入

し
て
い
た
だ
き
、
新
た
な
引

き
合
い
も
続
い
て
い
る
」

―
―
鉄
鋼
流
通
は
需
要
構

造
転
換
と
需
要
縮
小
へ
の
同

時
対
応
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
例
え
ば
、
自
動
車
の
Ｅ

Ｖ
化
に
対
応
し
て
電
磁
鋼
板

や
モ
ー
タ
ー
コ
ア
の
加
工
能

力
の
増
強
を
迫
ら
れ
る
が
、

コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
各
社
が
自

前
主
義
で
対
処
す
る
と
過
剰

投
資
、
能
力
過
剰
を
招
く
。

各
社
が
投
資
コ
ス
ト
と
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
転
嫁
す
る

と
需
要
家
の
競
争
力
が
低
下

す
る
。
陸
上
輸
送
は
ド
ラ
イ

バ
ー
の
勤
務
時
間
短
縮
、

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
で
輸
送

能
力
の
増
強
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
流
通
各
社
が

ト
ラ
ッ
ク
を
増
や
す
と
、

能
力
過
剰
と
な
り
、
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
が
よ
り
深
刻

化
し
て
人
件
費
が
さ
ら
に

上
昇
す
る
。
鉄
鋼
メ
ー
カ

ー
が
先
行
し
て
生
産
設
備

の
構
造
改
革
を
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
進
め
て
い
る
。
鉄

鋼
流
通
に
お
い
て
も
業
界

全
体
で
『
協
調
』
す
る
分

野
と
『
競
争
』
原
理
を
生

か
す
分
野
と
を
分
け
て
投

資
や
設
備
合
理
化
を
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

ず
は
メ
タ
ル
ワ
ン
グ
ル
ー

プ
内
で
最
適
化
を
図
り
、

系
列
を
超
え
た
協
業
に
踏

み
込
ん
で
い
く
」

―
―
海
外
市
場
は
エ
リ

ア
に
よ
っ
て
事
情
が
大
き

く
異
な
る
が
、
中
国
は
需

給
構
造
が
大
き
く
変
化
し

て
お
り
、
収
益
構
造
改
革

が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

「
中
国
、
米
国
、
タ
イ

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
は
じ

め
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
で

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
イ
ン
ド
も
歴
史
的
に

強
い
事
業
基
盤
を
持
っ
て

い
る
。
20
年
間
を
振
り
返

る
と
、
発
足
後
の
03
年
か

ら
の
15
年
間
に
つ
い
て

は
、
世
界
の
工
場
と
し
て

著
し
い
成
長
を
遂
げ
て
き

た
中
国
の
収
益
貢
献
が
大

き
く
、
日
系
を
中
心
と
し

た
自
動
車
分
野
、
内
需
主

導
の
建
材
に
つ
い
て
も
ビ

ジ
ネ
ス
を
拡
充
し
て
き

た
。
中
国
は
成
熟
期
に
入

っ
た
が
、
市
場
規
模
は
極

め
て
大
き
い
の
で
、
事
業

構
造
を
柔
軟
に
転
換
し
な

が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
続
け
て

い
く
」

―
―
米
国
の
事
業
投
資

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
る
。

「
本
社
で
検
討
を
進
め

て
き
た
メ
ン
バ
ー
が
シ
カ

ゴ
に
拠
点
を
移
し
て
、
具

体
的
な
案
件
に
つ
い
て
事

業
化
調
査
を
進
め
て
い

る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
関

税
政
策
な
ど
予
断
を
許
さ

な
い
事
態
は
し
ば
ら
く
続

く
と
思
う
が
、
中
長
期
の

視
点
に
立
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
見
極
め
る
」

―
―
イ
ン
ド
は
鉄
鋼
需

要
の
拡
大
が
本
格
化
す
る
。

「
世
界
最
大
の
人
口
が

あ
り
、
モ
デ
ィ
政
権
も
安

定
し
て
お
り
、
建
設
、
製

造
業
と
も
に
鉄
鋼
需
要
は

ま
だ
ま
だ
伸
び
て
い
く
。

厚
板
溶
断
加
工
の
Ｉ
Ｍ
Ｏ

Ｐ
、
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
の

マ
ヒ
ン
ド
ラ
・
ス
チ
ー
ル

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
マ

ネ
サ
ー
ル
・
ス
チ
ー
ル
・

プ
ロ
セ
シ
ン
グ
、
ナ
イ
フ

ァ
ス
ト
・
イ
ン
デ
ィ
ア
が

現
地
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｐ
は
、
建
機

メ
ー
カ
ー
対
応
で
フ
ル
操

業
を
続
け
て
い
る
。
自
動

車
分
野
で
は
マ
ル
チ
・
ス

ズ
キ
に
対
し
、
メ
タ
ル
ワ

ン
グ
ル
ー
プ
と
し
て
部
品

メ
ー
カ
ー
対
応
を
含
め
て

安
定
供
給
体
制
の
維
持
・

強
化
に
努
め
て
い
く
」

（
谷
藤

真
澄
）

新
断
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
共

同
在
庫
入
札
を
手
掛
け
る

中
部
鉄
源
協
議
会
（
会
長

＝
小
澤
広
多
・
不
二
商
事

専
務
）
が
11
日
に
実
施
し

た
4
月
契
約
分
（
5
月
積

み
）入
札
の
落
札
価
格
は
、

ト
ン
当
た
り
4
万
7
0
2

0
円（
新
断
バ
ラ
、Ｆ
Ａ
Ｓ

ベ
ー
ス
）、数
量
3
0
0
0

㌧
だ
っ
た
。
為
替
な
ど
外

部
環
境
が
不
安
定
な
中
、

前
回
比
4
2
0
円
（
1
・

0
％
）
小
幅
値
上
が
り
の

堅
調
な
結
果
と
な
っ
た
。

応
札
登
録
商
社
18
社
の

内
、
13
社
が
応
札
。
小
澤

会
長
は
落
札
価
格
に
つ
い

て
、「
米
国
の
関
税
政
策
の

影
響
に
よ
り
為
替
が
目
ま

ぐ
る
し
く
動
い
て
い
る
状

況
下
、良
い
結
果
だ
っ
た
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。
次
回

5
月
契
約
分
の
入
札
実
施

日
は
5
月
13
日
。

国
際
協
力
銀
行
（
Ｊ
Ｂ

Ｉ
Ｃ
）
は
11
日
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
3

4
2
億
円
を
限
度
と
す
る

貸
付
契
約
を
結
ん
だ
と
発

表
し
た
。
み
ず
ほ
銀
行
、

三
井
住
友
銀
行
、
三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
銀
行
と
総
額
5
7
0

億
円
を
協
調
融
資
す
る
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
が
子

会
社
を
通
じ
て
豪
原
料
炭

鉱
の
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ

ー
権
益
を
取
得
す
る
た
め

の
資
金
を
融
資
し
、
権
益

確
保
、
安
定
調
達
を
支
援

す
る
。

街
を
歩
い
て
る
と
、
最
近
目
に
す
る

の
が
増
え
た
も
の
が
あ
る
。
マ
ン
ホ
ー

ル
の
鉄
ふ
た
が
カ
ラ
フ
ル
な
デ
ザ
イ
ン

に
進
化
し
て
き
て
い
る
の
だ
。
従
来
の

シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
地
域
の
花
、
動
物
が

描
か
れ
た
も
の
な
ど
多
種
多
様
な
種
類
が
登
場
。

ご
当
地
名
物
の
映
え
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
観
光
名

所
に
さ
え
な
っ
て
い
る
▼
2
0
1
8
年
ご
ろ
か
ら

下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
を
有
料
広
告
と
し
て

活
用
す
る
自
治
体
が
全
国
規
模
で
増
加
し
て
い
る

こ
と
も
関
係
す
る
。
厳
し
さ
を
増
す
下
水
道
事
業

の
新
た
な
財
源
と
し
て
、
広
告
収
入
は
下
水
道
の

点
検
や
整
備
費
な
ど
に
充
て
ら
れ
る
▼
そ
も
そ
も

デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
が
作
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
1
9
8
0
年
代
半
ば
か
ら
で
、
下
水

道
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
に
登
場
し
た
。
現

在
そ
の
カ
ラ
フ
ル
さ
は
加
速
し
、
夜
間
も
見
え
る

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
使
っ
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
や
、
Ａ
Ｒ（
拡
張
現
実
）

機
能
付
き
な
ど
も
登
場
。
本
来
の
「
ふ
た
」
と
し

て
の
機
能
に
、
ア
ー
ト
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
役

割
を
も
担
う
。
コ
ン
テ
ン
ツ
を
お
持
ち
の
自
治
体

や
企
業
の
皆
さ
ん
、
街
の
足
元
を
彩
る
マ
ン
ホ
ー

ル
広
告
も
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
？

日
本
製
鉄
は
11
日
、
世

界
鉄
鋼
協
会
が
持
続
可
能

な
活
動
に
関
す
る
顕
著
な

成
果
を
上
げ
た
会
員
企
業

を
表
彰
す
る
、
2
0
2
5

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
・

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
受
賞
し

た
と
発
表
し
た
。
23
年
以

来
4
回
目
の
受
賞
。
日
本

製
鉄
の
環
境
に
対
す
る
強

い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
環

境
方
針
に
基
づ
く
各
種
デ

ー
タ
測
定
、
開
示
、
統
合

報
告
書
を
通
じ
た
発
信
な

ど
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
た
。

日
本
製
鉄
は
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
ー
課
題
へ
の
取

り
組
み
を
企
業
の
存
立
、

成
長
を
支
え
る
基
盤
と
捉

え
、
最
も
重
要
な
経
営
課

題
の
一
つ
と
認
識
。
重
点

的
に
取
り
組
む
べ
き
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
重
要

課
題
を
特
定
、
成
果
を
評

価
す
る
指
標
に
基
づ
い
て

活
動
を
推
進
、
フ
ォ
ロ
ー

し
よ
り
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
目
指
し
て
い
る
。

全
文
を
「
Ｗ
Ｅ

Ｂ
産
業
新
聞
」

サ
イ
ト
に
掲
載

中
国
薄
板
最
大
手
の
宝

山
鋼
鉄
は
5
月
積
み
の
鋼

板
類
の
販
売
価
格
を
2
カ

月
連
続
で
全
品
種
据
え
置

く
と
こ
の
ほ
ど
発
表
し

た
。
不
動
産
建
築
な
ど
需

要
が
低
迷
す
る
中
、
米
国

の
対
中
関
税
引
き
上
げ
に

よ
っ
て
市
場
心
理
が
冷

え
、
鋼
材
市
況
が
下
が
り

続
け
て
い
る
。

中
国
の
経
済
と
需
要
の

先
行
き
に
対
す
る
不
透
明

感
が
強
ま
っ
て
お
り
、
様

子
見
の
構
え
を
維
持
す
る

よ
う
だ
。

きょうの紙面

神鋼商事、クルマ商事と協業

三誠、売上高250億円照準
鋼管杭メーカーの三誠は今
期（2026年1月期）の売上高
を前期比5％増の250億円に
照準を合わせる。南関東地区
の営業強化を図る。

日立建機・常陸那珂臨港

東海金属、モーター前処理

マーケット情報
三菱UFJ銀行

�
�
�

現地10日セツル、ドル
�
�
�
�

11日、円
�
�
�
�

〈11面に主要企業株価欄〉
11日調べ、円

関東地区、円

現地10日
�

中心限月、現地10日、ドル
�

中心限月、現地10日、元
�
�
�
�

40,500�―42,000

16面 非鉄ニュース

3面 鉄鋼ニュース

2面 工場ルポ

10面 中日本ネットワーク

144.54
163.80
19.97

8978.0
2343.5
14590.0
2622.0

1,023.42
2,947.0
1,660.5
1,601.0

42,000
44,000

1269

60.07

3123
3246
917.5
703

東証終値

鉄スクラップ総合価格

鉄スクラップ湾岸価格

バルチック海運指数

11日10時
ドル
ユーロ
人民元

H2
新断バラ

異形棒鋼
熱延鋼板
原料炭
鉄鉱石

銅
アルミ
ニッケル
亜鉛

WTI原油先物

33,585.58
日本製鉄
JFEHD
神戸製鋼

LME相場

中国先物市場

外為TTS

H2

大阪・関西万博
開幕特集 5―9面

2025.4.14

賞
状
を
手
に
す
る
今
井
正
社
長
㊥

日
刊
産
業
新
聞
25
・
4
・
14

流通業務デジタル基盤普及進む

メタルワン渡邉善之社長メタルワン渡邉善之社長

協
調
と
競
争
投
資
最
適
化

協
調
と
競
争
投
資
最
適
化


